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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
小中学校のグラウンド整備について
　４月の中旬頃、市内の建設業者さんから、「グラウンド整備の受注をいただいたので日程調整をさせてください。」という内容のFAXが教頭宛に届きました。グラウンド整備については、昨年は４月１４日付で、市教委施設担当から、①入札が終了し委託業者が決定したこと、②希望する日を市教委まで連絡してほしいこと、③グラウンドの土、塩カルや軽微な損傷の修理についても予算内で対応するので市教委まで連絡してほしいこと、などが書かれたFAXが届いていましたので、今年はどうなるのか特に③についてどうなるのか市教委に問い合わせてみました。担当の方は、「希望があれば連絡ください」とのこと。しかもすでにK中やH中からは申し込みがあるとのことでした。そこで、N中にきいてみると、「土や塩カルのことはきいていない」とのことでした。
　まず、皆さんにご連絡したいのは、グラウンド整備までに、必要なグラウンド等の土、塩カル、踏切版損傷、駐車場の砕石、テニスコートの土、などを市教委施設担当に要望した方がいいということです。施設担当の話では、早めに連絡がほしいということでした。
　さて、今回の出来事ですが、いくつかの問題点を指摘しておきたいと思います。

①昨年は入札終了後直ちに市教委から上記にあるような内容の連絡があり、十分な時間ではなかったものの、体育担当や部活担当など、校内の要望を取りまとめて市教委に報告することができました。今年は、いきなり受注業者からのFAXで、しかも日程設定もかなり一方的でした。市教委からは何の連絡もありません。業務の引き継ぎはどうなっていたのでしょう。

②学校の担当者が変わった場合、土や塩カルの要望が出来ることを知らないままの学校が出てしまうことが考えられます。そういうことへの配慮はどうなっていたのでしょう。これも、業務の引き継ぎ状況に疑問が残ります。

③業者のFAXは教頭宛でした。これは市況側が業者に「窓口は教頭」と伝えているためと考えられますが、その結果教頭は文書受付回議をおこなわず自分で日程調整に動きました。当然そうなってしまうでしょう。校長宛の文書であれば昨年担当した私が昨年の資料と照らし合わせて円滑に動くことが出来たと思います。昨年の市教委FAXは校長宛でした。
　石狩市教育委員会は、発注業者から直接学校に連絡を取らせることがままありますが、これは大変問題です。最低でも、「受注業者が決まったのでそこと打ち合わせをしてください」という連絡は必要です。そういう手続きをスポイルしている市教委は管内では石狩市だけではないでしょうか。少なくとも私の個人的経験ではこういうことはありません。今後連携会議としては「提言」で、実態を明らかにしていくことを検討したいと思います。



























